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AMD アダプティブ コンピューティ ングは、 従業員、 顧客、 パートナーそれぞれが認められ、 受け入れられている と実感できる環境作りに取り組ん

でいます。 その一環と して、 製品資料およびその他関連資料に含まれる非包括的な用語/表現を排除していきます。 当社ソフ ト ウェアおよび IP に組

み込まれている用語を含め、 人を差別、 疎外した り、 歴史的な偏見を増長する可能性のある表現をな くすための社内的取り組みが始まっています。

該当表現を改め、 進化する業界標準に則った取り組みを進めていますが、 旧製品資料には配慮に欠ける表現が残っている可能性があ り ます。 詳細は、

この リ ンクを参照して ください。

競合製品のレガシ LUT4 アーキテクチャ

に対する  AMD FPGA の優位性

WP558 (v1.0) 2024 年 9 月 24 日 ホワイ ト  ペーパー

この資料は表記のバージ ョ ンの英語版を翻訳したもので、 内容に相違が生じる場合には原文を優先します。 資料によっては英語版の更新に対応してい

ないものがあります。 日本語版は参考用としてご使用の上、 最新情報につきましては、 必ず最新英語版をご参照ください。

概要

最小のコス トで FPGA の性能と消費電力を最適化するこ とは、 依然と して、 FPGA 設計
者にとっての重要な課題です。 AMD のコス ト重視 FPGA は、 消費電力を低く抑えなが
ら高性能を実現する という、 バランスの取れたソ リ ューシ ョ ンを提供します。 LUT6 
アーキテクチャがもたらす使用率の優位性によ り、 小規模で低コス ト なデバイスの選択
が可能になり ます。 さ らに、 この使用率の優位性に熱効率の高いパッケージを組み合わ
せるこ とで、 スタティ ッ ク消費電力とダイナミ ッ ク消費電力の両方が削減されます。 

https://japan.xilinx.com/content/dam/xilinx/publications/about/Inclusive-terminology.pdf
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定評ある  AMD のコスト重視の実績

AMD には、 過去何世代にもわたってコス ト重視デバイスを提供してきたという顕著な実績があ り ます。 さまざまなベンダーがこの市
場への参入を試みており、 設計者はアーキテクチャ間の ト レードオフを理解するこ とが重要です。 この文書では、 十分な情報に基づい
てデバイスを選択できるよ うに、 データに基づいた比較を提供します。 

低集積アプリケーシ ョ ンにおける優先順位: コス ト、 消費電力、 サイズ

200 kLC を下回る、 「低集積製品」 と呼ばれるデバイスを必要とするアプリ ケーシ ョ ンでは、 通常、 コス ト、 消費電力、 サイズの 3 つ
が優先されます。 選択肢は数多くあるよ うに思えますが、 この領域で競合するほとんどのデバイスには、 コス ト を下げる目的で、 旧式
のレガシ アーキテクチャ とレガシ インターフェイスが採用されています。 

その他の考慮事項

特定のアプリ ケーシ ョ ンに対してどの FPGA を選択するかを決定する際、 一般に、 シ リ コン性能、 ソフ ト ウェア設計環境、 ツール、
フ ィールド  サポート など多数の要因が考慮されます。

AMD は次を最新テク ノ ロジで提供します。 

• プログラマブル ロジッ ク

• インターフェイス

• パッケージ

• デザイン ツールおよび IP

6 入力 LUT: 性能に対する最適化

FPGA の登場以来、 LUT アーキテクチャの基礎から始ま り、 さまざまなプログラマブル ロジッ ク  アーキテクチャが評価されてきまし
た。 一般には次のこ とが言えます。

• 4 入力のルッ クアップ テーブル (LUT) は、 エ リ ア使用率に対して最適化されている

• 6 入力 LUT は性能に対して最適化されている

このホワイ ト  ペーパーでは、 ハイエンドの革新的アーキテクチャの活用、 6 入力 LUT アーキテクチャの使用率の優位性、 ローエンド  
アプリ ケーシ ョ ンにとっての性能/消費電力の利点に焦点を当てて解説します。 
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LUT6 シリコンでの使用率の優位性

ザイ リ ンクス  (現在の AMD) が 1984 年に開発した初の FPGA は、2 個の 3 入力 LUT と  1 個のレジスタを搭載していました。その後すぐ
に、 4 入力 LUT が導入されました。 さまざまな FPGA ベンダーが性能を高めるために、 5、 6、 7 入力 LUT を試してきましたが、 競合
する低集積 FPGA の大半は、 引き続き、 LUT4 アーキテクチャをベースにしています。 

過去 10 年間に発表されたすべての AMD FPGA は LUT6 アーキテクチャを使用

AMD デバイス と  Lattice デバイスそれぞれの LUT 実装を次に示します。 

X-Ref Target - Figure 1

図 1: 1 つの AMD LUT6 FPGA アーキテクチャ  ブロック  (UltraScale+ デバイスの例)

X-Ref Target - Figure 2

図 2: 2 つの Lattice LUT4 FPGA アーキテクチャ  ブロック
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解析に使用したデバイス、 スピード  グレード、 ソフ トウェア ツール

特定の LUT アーキテクチャの機能を評価する際、 重要なパラ メーターの 1 つに使用率があ り ます。 使用率は、 特定のデザインを リ
ソースにどれだけ う ま くマッピングできるかを測定しています。

LUT アーキテクチャ間での使用率の違いを評価するため、 AMD は包括的な解析を実施しました。 AMD デバイスおよび同等の Lattice 
デバイスをターゲッ ト と して、 30 のオープン コア (OC) デザインを実装しました。 次の表に、 テス トに使用したデバイス、 スピード  
グレード、 ソフ ト ウェア ツールを示します。 

結果: LUT6 で使用される  LUT は LUT4 アーキテクチャよりも平均で 40% 少ない

各 OC デザインに対し、 AMD ツールと  Lattice ツールの両方で LUT 使用率を記録しました。 LUT 使用率の幾何平均を算出したと ころ、
AMD デバイスで使用された LUT は平均で約 40% 少ない結果となり ました。 つま り、 LUT6 アーキテクチャで使用される  LUT は、
LUT4 FPGA アーキテクチャよ り も平均で 40% 少ないと見積もるこ とができます。 

この 40% の差分からいくつかの利点がもたら されます。 直接的な影響があるのはデザインのフッ トプ リ ン トで、 Lattice デバイスのサ
イズと比較する と、 同じ機能を実行するために、 よ り低集積の AMD デバイスを選択できるよ うになり ます。 ロジッ ク集積度の低いデ
バイスを選択するこ とで、 スタティ ッ ク消費電力が低減します (詳し くは後述)。 図 3 は、 LUT6 アーキテクチャによって、 使用リ ソー
スが 40％ まで削減される場合のイ メージを図示したものです。 この例は、 LUT6 がもたらす 40％ という使用率の削減で、 Avant E 50 
に適合するデザインが、 AMD Spartan™ UltraScale+ SU200P に収まるこ とを示しています。 

表 1: テストに使用された AMD および Lattice デバイス、 スピード  グレード、 ツール

ベンダー AMD Lattice

ノード 28 nm 16 nm 28 nm 16 nm 

ファ ミ リ Artix™ 7 FPGA Artix UltraScale+™ FPGA MachXO5™-NX FPGA Avant™-E FPGA

デバイス 7A100T AU7P LFMXO5-25 LAV-AT-E70

スピード  グレード -1L -2、 -1、 -1LV 9HP、 7LP、 9LP、 7HP -1、 -3

ソフ ト ウェア ツール AMD Vivado™ Design Suite Lattice Radiant Design Software

ツール バージ ョ ン Vivado 2024.1 Radiant 2024.1

X-Ref Target - Figure 3

図 3: LUT6 アーキテクチャによる 40％ という使用率削減のイメージ図
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図 4 に、 40% という使用率の優位性を踏まえた、 AMD デバイスから  Lattice デバイスへのマッピングを示します。 

LUT6 アーキテクチャが実現する高い性能 

上述した LUT6 の使用率の優位性に加えて、 AMD のベンチマークから、 AMD UltraScale+ FPGA は FMAX で Lattice Avant の 1.8 倍を、
Lattice Nexus の 2.7 倍を達成するこ とがわかっています。 

上に示したデバイスで、 同じ  30 種類のオープン コア デザインを実行しました。 そこから、 デバイスがタイ ミ ング制約を満たせなくな
るまでデザインを繰り返し実行するこ とで、 各デバイスの FMAX を出し、 その結果と幾何平均を記録しました。 

結果: AMD はおおよそ 2 スピード  グレード分高速

X-Ref Target - Figure 4

図 4: 競合する  Lattice デバイスからより小規模の AMD デバイスへのマッピング

X-Ref Target - Figure 5

図 5: AMD デバイスと  Lattice デバイスでの FMAX の幾何平均 
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図 5 について要約します。

• AMD UltraScale+ -1LV デバイスは Avant -3 よ り も  27% 高速であ り、 大まかに言って 「2 スピード  グレード分高速」

• Lattice Avant の最も速いスピード  グレード  (-3) は、 最も遅いスピード  グレード  (-1) よ り も  29% 高速

° つま り、 約 29% の FMAX の差分は、 Lattice Avant ではおおよそ 「2 スピード  グレード分」 に相当

図 5 で、 AMD 16 nm で最も速いスピード  グレード製品 (AU7P -2、 507 MHz) を Lattice 16 nm で最も速いスピード  グレード製品 (Avant 
E70 -3、 278 MHz) と比較する と、 FMAX は 1.8 倍高い結果となっています。

さ らに詳し く確認するため、 図 6 に、 各 OC デザインを実行したデバイス別の FMAX 結果を示しています。 ほぼすべてのデザインで、
AMD の方が高い性能を達成しています。

結果: AMD UltraScale+ FPGA の FMAX は、 Lattice Avant よりも  1.8 倍高 く 、 Lattice Nexus より も  
2.7 倍高い

X-Ref Target - Figure 6

図 6: すべてのデザイン実行での AMD デバイスと  Lattice デバイスの FMAX を比較

WP558_06_091724

fmax-7A100T-1L fmax AVANT-1 fmax-AVANT -3fmax MXO5-9HPfmax MXO5-9LPfmax AU7P-2fmax AU7P-1fmax AU7P-1LV

FMAX MHz for 30 OC Designs – Out of the Box

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

0 5 10 15 20 25 30

AU7P-2

AU7P-1

7A100T-1

Avant-3AU7P-1LV

AU7P-2

AU7P-1

7A100T-1

Avant-3AU7P-1LV



競合製品のレガシ LUT4 アーキテクチャに対する AMD FPGA の優位性

WP558 (v1.0) 2024 年 9 月 24 日
ホワイ ト  ペーパー 7

AMD が提供する複数のスピード  グレードおよびコア電圧オプション

AMD Spartan UltraScale+ および Artix UltraScale+ デバイスは、 複数のスピード  グレード と コア電圧オプシ ョ ンで提供されます。 表 2 で
は、 公開されているデータシート基づいて、 ク ロ ッ ク  ネッ ト ワークの FMAX を比較しています。 

結果: 2 スピード  グレード分の優位性のため、 より低集積なデバイスでより多くの機能を実
行可能

表 2 について要約します。

• AMD UltraScale+ -1LV (VLOW、 0.72V) デバイスの性能は、 Lattice Avant -3 スピード  グレード  デバイスをよ り高いコア電圧 (0.82V) 
で駆動したと きの性能に匹敵

• 動作電圧が低い分、 スタティ ッ ク消費電力とダイナミ ッ ク消費電力が低くなる  

° 消費電力性能の解析において、 この点は競合他社による比較で見過ごされがちです。 競合製品との比較では AMD の VNOM 
(0.85V) デバイスが引き合いに出されるこ とが多くあ り ますが、 AMD には Lattice の VNOM と同等かそれを上回る性能を提供
できる低電圧オプシ ョ ンがあるため、 正しい比較になっていません。 この表からは、 AMD -1LV デバイスが Lattice ポート
フォ リオの性能に対抗できるこ とがわかり ます。

少ないロジックで多くの機能を実行

AMD のコス ト重視 FPGA ポート フォ リオは、 柔軟な FPGA アーキテクチャを提供しているため、 アプリ ケーシ ョ ン要件に合わせて 
150 ～ 500+ MHz の範囲でデザインを実行できます。 低速な Lattice デバイスでタイ ミ ング要件を満たせない場合、 よ り高速な Lattice デ
バイスに移行せざるを得ないため、 低速デバイスであれば実現し得る消費電力の削減が無効になり ます。 これは、 AMD 製品には当て
はま り ません。 2 スピード  グレード分の優位性があるため、 少ないロジッ クでよ り多くの機能を実行できます。 つま り、 小規模の 
LUT6 対応デバイスを選択しても、 LUT4 ベースのよ り大きなデバイス と同じ機能を実行できます。 

デザインの実行が高速になる と、 次の 2 つのシナリオのいずれかが該当する と考えられます。

1. よ り少ない使用リ ソースで性能を達成できるため、 デザイン全体のサイズが小さ くな り、 小規模デバイスを選択できるため、 総消
費電力および BOM コス ト を削減できる

または

2. デバイス  サイズをそのままにして、 将来的なスケーリ ングのために性能を利用するこ とで、 製品寿命を長期化できる  

表 2: 公開データシートに記載された FPGA クロック  FMAX の AMD と  Lattice での比較
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NX スピード  
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0.82

-1
-2
-3

375
500
625

0.85
-1
-2

667
775
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このセクシ ョ ンで示したデータからわかるよ うに、 ハイエンド  ポート フォ リオの革新的アーキテクチャをローエンドで活用するこ と
で、 極めて大きな利点が得られます。 もちろん、 こ こから消費電力と熱特性に関する疑問が生じますが、 それについては、 この後のセ
クシ ョ ンで分析していきます。 

パッケージ熱特性の優位性 

デバイスの消費電力について考察する際、 次の 2 つを評価する必要があ り ます。 

• ダイナミ ッ ク消費電力: 使用される リ ソース、 ク ロ ッ ク  レート、 ト グル レートに基づいて直接的に生じる  

• スタティ ッ ク消費電力: リ ソース使用とは無関係に、 デバイスのジャンクシ ョ ン温度 (Tj) に応じて大き くなる  

システム コス ト を最小限に抑えるため、 コス ト重視製品は、 パッシブ熱ソ リ ューシ ョ ンと共に運用されるこ とが多くあ り ます。 した
がって、 スタティ ッ ク消費電力を決める要因と してパッケージの熱特性が非常に重要になり ます。

熱特性の評価

パッケージの熱特性を評価するには、 次に示す 3 つの主要な放熱パスを考慮する必要があ り ます。

• ja - ジャンクシ ョ ンから周囲環境までの熱抵抗の係数

• ja - ジャンクシ ョ ンからボードまでの熱抵抗の係数

• jc - ジャンクシ ョ ンからケースまたはヒート シンク  (使用する場合) までの熱抵抗の係数

熱抵抗の係数が大きいほど、 材料の熱伝導が小さ くなるため、 負荷と熱ソ リ ューシ ョ ンが同じでもシ リ コン温度は高くなり ます。 この
場合、 最終的には、 上で述べたよ うにスタティ ッ ク消費電力が大き くな り ます。 ヒート シンクを使用しない低コス ト  アプリ ケーシ ョ
ンでは、 0 LFM での ja を考慮に入れる必要があ り ます。 これは、 エアフローなしでの周囲環境への放熱を測定します。

公開されているデータシート、 ユーザー ガイ ド、 Radiant ツールを解析した結果、 AMD パッケージでは、 静止空気条件でのジャンク
シ ョ ンから周囲環境までの (ja) 平均放熱が最大で 34% 低いこ とが判明しました。(1) これによ り、 熱ソ リ ューシ ョ ンを簡略化でき、 ダ
イナミ ッ ク電力が同程度であれば、 スタティ ッ ク消費電力は低くな り ます。 環境条件とデザインのダイナミ ッ ク消費電力によ り ます
が、 熱ソ リ ューシ ョ ンが不要になる可能性もあ り ます。 さ らに、 熱ソ リ ューシ ョ ンの簡略化によ り、 総システム コス トが削減できる
可能性もあ り ます。 

結果: AMD パッケージはジャンクシ ョ ンから周囲までの放熱を最大で 34% 低減

総合的な消費電力解析では、 100℃ (Tj) の固定ジャンクシ ョ ン温度が評価に使用されました。 これは標準的な顧客比較を再現していま
す。

また、 静止空気の JEDEC ja 仕様に対して、 Radiant ツールで示された 「最大安全周囲」 温度が確認されました。 この最大安全周囲温
度が AMD デバイスに適用され、 その ja が AMD の見積も りに使用されました。

X-Ref Target - Figure 7

図 7: リ ッ ド付き  FPGA デバイスの放熱パス

1. この解析は、 パッケージ向けの JESD51 仕様に基づいており、 実際の結果とは異なる場合があ り ます。
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結果: ja が低いことで、 Tj とスタテ ィ ッ ク消費電力も低く なる

サイズが同等の場合、 AMD デバイスの方が ja 値が低いため、 結果と して、 Tj およびスタティ ッ ク消費電力も低くな り ました。 これ
らの結果は、 後半の分析で 「熱特性の優位性」 と して示されています。 も う  1 つの注目点と して、 デバイスのダイナミ ッ ク消費電力が
増加しても、 この AMD パッケージではジャンクシ ョ ン温度が大幅に低く抑えられました。 一部のシナリオでは、 Lattice デバイスの
「最大安全周囲」 温度と してマイナス温度が示されており、 熱ソ リ ューシ ョ ンまたはパッケージへの専用エアフローが必要になるこ と
から、 ソ リ ューシ ョ ンのコス ト と複雑さが増すと考えられます。

総消費電力の削減 

このセクシ ョ ンでは、 AMD LUT6 デバイス と  Lattice LUT4 デバイスの消費電力を詳細に比較します。 消費電力の見積も りには、 各ベン
ダーの消費電力見積も り ツールを使用しました。 使用ツールは、 Lattice Radiant ソフ ト ウェアと、 ターゲッ トの AMD デバイスに応じ
た、 Xilinx Power Estimator (XPE) または Power Design Manager (PDM) です。 

消費電力の比較: セッ トアップ

デバイス使用率については、 Lattice デバイスで使用可能なファブリ ッ ク  リ ソースのうち 80% が使用される と想定しています。 次のス
テップと して、前のセクシ ョ ンで説明した、 LUT4 と比較した場合の LUT6 による  40% 削減を活用します。 この 40% の差分を踏まえて
同等の AMD デバイスを特定します。 両方のデバイスについて、 これらのリ ソースを各消費電力見積も り ツールに入力します。 注意点
と して、 40% の削減は LUT のみに適用され、 その他すべてのリ ソースはそのままで比較されました。 

これらの前提条件でダイナミ ッ ク消費電力を比較しました。 ベンダー間の比較を実施する際、 多くの場合で同じジャンクシ ョ ン温度が
前提とな り ます。 ただし、 この場合、 使用可能なパッケージの熱に関する優位性が考慮されません。 比較時にスタティ ッ ク消費電力を
考慮するには、 Lattice デバイスのジャンクシ ョ ン温度 (Tj) が 100℃ になるよ うに見積も りの周囲温度 (TA) を設定します。 これは、
ワース ト  ケース  シナリオと典型的なコス ト制約のある運用を前提と しています。 

ターゲッ ト  デバイスに応じて、 XPE または PDM にこの同じ周囲温度を適用し、 パッケージの ja からジャンクシ ョ ン温度 (Tj) が推定
されます。 ジャンクシ ョ ン温度が低いと、 スタティ ッ ク消費電力が低減するこ とがわかっています。 

図 8 に、 MachXO5-NX LFMXO5-25、 Spartan UltraScale+ SU35P、 Artix 7 XA25T の各種スピード  グレードに対し、 100 MHz で測定された
総消費電力を示します。 図 9 に、 Artix UltraScale+ AU7P、 CertusPro-NX-50、 MachXO5-100、 Artix 7 50T、 Artix 7 75T の 150 MHz での総
消費電力を示します。

X-Ref Target - Figure 8

図 8: 総消費電力 (ワッ ト ): MachXO5-25、 Spartan UltraScale+ SU35P、 Artix 7 25T 
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結果: AMD UltraScale+ FPGA は、 Lattice Nexus/Avant の両プラッ ト フォームより低い総消費電
力を実現 

Spartan UltraScale+ FPGA の消費電力値は、 UltraScale+ アーキテクチャ と暫定的なパッケージ データに基づく見積も りです。 これに加
えて、 LUT6 による  40% の優位性が LUT に対してのみ含まれています。 ブロ ッ ク  RAM、 DSP、 HDIO など、 その他すべてのリ ソース
はそのままです。 

高性能デザインを対象と した 図 10 (1) と、 低消費電力デザインを対象と した図 11 (1) の両方で、 SU35P、 SU50P、 SU100P デバイスの消
費電力の優位性 (% で表示) が確認されました。

X-Ref Target - Figure 9

図 9: 総消費電力 (ワッ ト ): Artix 7 7A50T、 Artix 7 7A75T、 Artix UltraScale+ AU7P、 CertusPro-NX-50、 MachXO5-100

1. Lattice Nexus HP および LP には、 3 つのデバイス  (Mach XO5-NX 25、 CertusPro-NX 100、 Mach XO5-NX 100T) が含まれています。 これら  3 つすべてを  
100% に正規化しています。

X-Ref Target - Figure 10

図 10: Lattice Nexus HP に対する AMD Spartan UltraScale+ FPGA の消費電力の優位性 (%)
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これらの結果の幾何平均が算出され、 Spartan UltraScale+ FPGA の総消費電力は、 Lattice 28 nm Nexus プラ ッ ト フォームよ り も最大で 
36% 低い結果とな り ました。 高性能デザイン向けでは、 Spartan UltraScale+ FPGA は、 Lattice Nexus FPGA と比較して最大で 46% 低い総
消費電力を実現します。 

図 12 は、 AMD Kintex™ UltraScale+ KU5P FPGA のスタティ ッ ク消費電力が、 Lattice Avant E70 よ り も大幅に低く抑えられているこ とを
示しています。 これは、 静止空気放熱時に Avant E70 を 100℃ 未満に維持するために、 Radiant ツールでマイナスの周囲温度 (-18℃) が
要求されるためです。 この結果、 200 MHz を上回る周波数で Lattice Avant E70 デバイスを動作させるには、 標準的な周囲温度でヒート
シンクが必要になり ます。 対照的に、 AMD デバイス  (KU5P) のダイナミ ッ ク消費電力は低く、 パッケージの熱特性も優れているため、
ジャンクシ ョ ン温度が大幅に低くな り、 結果的にスタティ ッ ク消費電力も低く抑えられます。 

X-Ref Target - Figure 11

図 11: Lattice Nexus LP に対する  AMD Spartan UltraScale+ FPGA の消費電力の優位性 (%)

X-Ref Target - Figure 12

図 12: 総消費電力の比較 (ワッ ト ): Lattice Avant E70、 AMD Kintex UltraScale+ KU5P
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消費電力の比較: まとめ

総消費電力をワッ ト数で示した上の図から、 AMD のコス ト重視製品ポート フォ リオが、 Lattic ポート フォ リオ (Nexus および Avant) と
比較して、 いかに低い総消費電力を実現するかがわかり ます。 AMD -1L デバイスは、 消費電力と性能の両面で、 Lattice 製品ラインの
低消費電力 (LP) スピード  グレードおよび高性能 (HP) スピード  グレードに対抗できます。

小規模デバイスの選択によ りダイナミ ッ ク消費電力が削減され、 熱効率が高いパッケージによ り スタティ ッ ク消費電力が削減されるた
め、 競合製品よ り も総消費電力が低く抑えられます。 AMD のコス ト重視 FPGA は、 同じパワー エンベロープでよ り高い性能を提供
し、 同じ  FMAX でよ り低い消費電力を実現します。 

リ ソース使用率を引き下げる  LUT6 の優位性を活用するこ とで、 よ り小規模のデバイスを選択し、 必要な速さを達成できるだけでな
く、 熱効率の高いパッケージが低温での動作を可能にします。 これらの要因すべてが相まって、 カスタマーのパワー エンベロープ基
準を満たすソ リ ューシ ョ ンが実現します。 AMD 製品を選択すれば、 性能も消費電力も妥協する必要はあ り ません。 

まとめ

AMD のコス ト重視デバイスは、 消費電力を最小化しながら高性能を実現する という、 バランスの取れたソ リ ューシ ョ ンを提供しま
す。 コア電圧が低い、 よ り小規模なデバイスを熱効率の高いパッケージで使用するこ とで、 ダイナミ ッ ク消費電力とスタティ ッ ク消費
電力の両方を削減できます。 つま り、 同じパワー エンベロープ内でよ り高い性能を求める場合も、 同じ最大周波数で消費電力を下げ
る場合も、 性能と電力効率のいずれも損な う こ とな く これらを実現できます。 さ らに、 このよ うなアーキテクチャがもたらす利点は、
BOM コス トの削減につながり ます。

Lattice は、 ローエンドの 「変革」 を明確に主張しています。 これは、 レガシ FPGA アーキテクチャをレガシ インターフェイス と共に
活用する という意味に過ぎず、 結果的に、 時代遅れになりやすい、 最小限の実用性しかない製品になり ます。 AMD のコス ト重視製品
ポート フォ リオは、 業界を リードするシ リ コンと最新のインターフェイスを提供するこ とで、 将来にわたって使用可能なデバイスを実
現し、 製品寿命を最大限に延ばすこ とを可能にします。 

自身で試算するこ とに関心がある場合は、 COP Competitive Lounge を確認して ください。 詳細は、 AMD まで直接お問い合わせくださ
い。

https://account.amd.com/en/member/cop-competitive.html
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その他の資料

技術資料ポータル

AMD 技術情報ポータルは、 ウェブ ブラウザーで資料の検索機能やナビゲーシ ョ ン機能を利用できるオンライン ツールです。 技術情報

ポータルには、 https://docs.amd.com からアクセスできます。

注記: 資料のリ ンクをク リ ッ クする と、 英語版が開きますが、 資料ポータル内のド ロ ップダウン リ ス トからバージ ョ ンと言語を選択で
きます。 日本語版のバージ ョ ンは、 英語版よ り古い場合があ り ます。

Documentation Navigator

Documentation Navigator (DocNav) は、 AMD アダプティブ コンピューティングの資料、 ビデオ、 サポート  リ ソースにアクセスできる

ツールで (要インス トール)、 フ ィルター機能や検索機能を利用して必要な情報を取得できます。 DocNav を開くには、 次のいずれかを

実行します。

• AMD VivadoTM IDE で、 [Help] → [Documentation and Tutorials] をク リ ッ ク します。

• Windows で [Start] → [Xilinx Design Tools] →[DocNav] をク リ ッ ク します。

• Linux の場合は、 コマンド  プロンプ トに 「docnav」 と入力します。

注記: DocNav の詳細は、 Documentation Navigator User Guide (UG968) を参照してください。

注記: Documentation Navigator からは、 日本語版は参照できません。 ウェブサイ トのデザイン ハブ ページをご利用ください。

デザイン  ハブ

AMD デザイン ハブには、 資料やビデオへのリ ンクがデザイン タスクおよびト ピッ クごとにま とめられており、 これらを参照するこ と

でキー コンセプ ト を学び、 よ くある質問 (FAQ) を参考に問題を解決できます。 デザイン ハブにアクセスするには、 次のいずれかを実

行します。

• DocNav で [Design Hubs View] をク リ ッ ク します。 

• デザイン ハブ ウェブ ページを開きます。

改訂履歴

次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

セクシ ョ ン 変更内容

2024 年 9 月 24 日、 バージ ョ ン  1.0

全般的な更新 初版。

https://docs.xilinx.com/access/sources/dita/map?isLatest=true&ft:locale=en-US&url=Xilinx-Documentation-Navigator-User-Guide
https://japan.xilinx.com/support/documentation-navigation/design-hubs.html
https://docs.amd.com
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お読みください: 重要な法的通知
本資料に掲載されている情報は情報提供のみを目的と しており、 技術的に不正確な情報、 省略、 誤植を含む可能性があ り ます。 こ こに記載の情報は、

製品およびロードマップの変更、 コンポーネン ト とマザーボードのバージ ョ ン変更、 新しいモデルや製品のリ リース、 製造業者の違いによる製品の差

異、 ソフ ト ウェア変更、 BIOS のフラ ッシュ、 ファームウェア アップグレードなどを含む (ただしこれに限定されない) 多くの理由によって変更される

場合があ り、 不正確となる可能性があ り ます。 いかなるコンピューター システムにも完全に防止または軽減できないセキュ リ ティの脆弱性のリ スクが

存在します。 AMD は、 情報の更新、 または修正や改訂について一切の義務を負わないものと します。 ただし  AMD は本情報を改訂してその内容を随時

変更する権利を有し、 その改訂または変更に関して通知する義務は負いません。 本情報は 「現状有姿」 で提供されます。 AMD は本書の内容について

一切の表明も保証も行わないものと し、 本情報の不正確さ、 誤り、 省略について一切の責任を負いません。 また、 AMD は非侵害性、 商品性、 または

特定目的適合性に関する黙示的保証を行わないものと します。 AMD は本資料に含まれる情報の使用に起因する依存、 直接、 間接、 特別、 または結果

的な損害に対して、 AMD が当該の損害の可能性を知らされていた場合であっても、 責任を負う こ とはあ り ません。

自動車用アプリケーシ ョ ンの免責条項

オートモーティブ製品 (製品番号に 「XA」 が含まれる ) は、 ISO 26262 自動車用機能安全規格に従った安全コンセプ ト または余剰性の機能 ( 「セーフ

ティ設計」 ) がない限り、 エアバッグの展開における使用または車両の制御に影響するアプリ ケーシ ョ ン ( 「セーフティ  アプリ ケーシ ョ ン」 ) における

使用は保証されていません。 顧客は、 製品を組み込むすべてのシステムについて、 その使用前または提供前に安全を目的と して十分なテス ト を行う も

のと します。 セーフティ設計なしにセーフティ  アプリ ケーシ ョ ンで製品を使用する リ スクはすべて顧客が負い、 製品責任の制限を規定する適用法令お

よび規則にのみ従う ものと します。

© Copyright 2024 Advanced Micro Devices、 Inc. AMD、 AMD の矢印形のロゴ、 Artix 7、 Kintex、 Spartan、 UltraScale+、 Vivado、 およびその組み合わせは 
Advanced Micro Devices, Inc の商標です。 本書に使用されているその他の製品名は識別目的のみに使用されており、 所有するそれぞれの企業の商標であ

る可能性があ り ます。

この資料に関するフ ィードバッ クおよびリ ンクなどの問題につきましては、 jpn_trans_feedback@amd.com まで、 または各ページの右下にある  [フ ィード

バッ ク送信] ボタンをク リ ッ クする と表示されるフォームからお知らせください。 フ ィードバッ クは日本語で入力可能です。 いただきましたご意見を

参考に早急に対応させていただきます。 なお、 このメール アドレスへのお問い合わせは受け付けており ません。 あらかじめご了承ください。
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